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■■ 三陸鉄道の復旧
　   全国的に注目を浴びる中、平成26年4月に全線運行再開

　三陸鉄道は、震災により、橋梁、レール、駅舎の流出など計317か所に及ぶ被害
を受け、全線不通となりましたが、多くの企業、団体、個人の皆様からの支援により、
平成26年４月に全線で運行
を再開しました。
　平成25年にはＮＨＫ連続
テレビ小説「あまちゃん」に
「北三陸鉄道」として登場し、
全国的に注目を集めています。

■■ 三陸復興道路の整備
　   復興へ向け、かつてないスピードで整備中

　災害に強い道路ネットワークを構築するため、
三陸沿岸の縦貫軸及び内陸部と沿岸部を結ぶ高
規格幹線道路等である「復興道路」、内陸部と
沿岸部の各都市を結ぶ横断軸等の「復興支援道
路」、沿岸部の防災拠点等へアクセスする「復興
関連道路」をそれぞれ整備してきました。
　中でも復興道路は、震災以降平成 25 年度末
までに５区間43.2kmが供用され、残る区間につ
いてもかつてないスピードで整備が進んでいます。

■■ 「いわての復興教育」
　　 震災の教訓から得た3つの教育的価値『いきる』『かかわる』『そなえる』　　

　郷土を愛し、その復興・発展を支える人材を育成するため、県内全ての公立小・
中学校及び県立高等学校・特別支援学校では、「いわての復興教育」プログラム
に基づきながら、震災津波の教訓から得た３つの教育的価値を育てています。
　また、震災津波を風化させることなく、児童生徒が3つの教育的価値を学ぶ
ことができるよう、副読本や防災教育教材（DVD）を活用しながら、各学校の
実情に応じた取組を展開しています。

平成24年11月4日
釡石花巻道路（釡石～釡石西）起工式

津波により線路が流失（田野畑村 平成23年3月）

平成26年3月23日
三陸沿岸道路高田道路開通式

南リアス線全線運行再開記念列車出発式（大船渡市 平成26年4月5日）

沿岸被災地への訪問学習（平成24年5月）

防災教育教材(DVD)を活用した授業（平成26年6月）

復興道路の整備効果
時間短縮

沿岸各都市間、内陸と沿岸の所要時間が短縮

災害に強い道路の確保
災害時でも安全で安心な通行が可能

渋滞解消（交通の分散）
交通量が分散し、渋滞の解消効果が期待

その他の効果
走行経費削減、交通事故解消、走行快適性向上等

復興道路
：供用済区間

復興支援道路
復興関連道路

：未供用区間 

岩手県内の復興道路等計画路線

◆生命や心について『いきる』
　震災津波の経験を踏まえた生命の大切さ・心のあり方・心身の健康

◆人や地域について『かかわる』
　震災津波の経験を踏まえた人の絆の大切さ・地域づくり・社会参画

◆防災や安全について『そなえる』
　震災津波の経験を踏まえた自然災害の理解・防災や安全

震災の教訓から得た3つの教育的価値

三陸鉄道全線運行再開までの経過

久慈
陸中宇部
陸中野田
野田玉川
堀内
白井海岸
普代
田野畑
島越
小本

摂待
田老
佐羽根
一の渡
山口団地

釡石
平田
唐丹
吉浜
三陸
甫嶺
恋し浜
綾里陸前赤崎

盛

宮古

陸中野田～久慈間
H23.3.16 運転再開

宮古～田老間
H23.3.20運転再開

田老～小本間
H23.3.29 運転再開

田野畑～陸中野田間
H24.4. 1 運転再開

小本～田野畑間
H26.4. 6 運転再開
[北リアス線全線運転再開]

盛～吉浜間
H25.4. 3 運転再開

吉浜～釡石間
H26.4. 5 運転再開
[南リアス線全線運転再開] 問合せ先» 「いわての復興教育」教育委員会事務局学校教育室 ☎019-629-6147

  「防災教育教材（DVD）」 総務部総合防災室 ☎019-629-5155

問合せ先» 復興局復興推進課　☎019-629-6922

■■ 文化・芸術による支援
　   文化芸術の力で子どもたちに笑顔を

　復興支援の一環として、ルーヴル美術館学芸員を招いてのワークショップや、県
立美術館職員が気軽に美術に触れ合い、体験する機会を提供する「あーとキャラ
バン事業」を実施しています。
　また、被災地を対象に、小・中学校などを会場にして、器楽演奏、人形劇、演劇など、
芸術家の派遣公演を行う「文化芸術による子どもの育成事業」を実施しています。

■■ 埋蔵文化財保護を生かした地域社会の再興
　   震災復興事業との両立と歴史的な価値の発信

　復興計画に基づく各種事業の進捗に伴い、遺跡の発掘調査量が増加する中、
全国からの支援職員の受入や職員の増員により、復興の妨げとならぬよう迅速な
調査を実施しています。
　また、復興事業現場において、調査を行った遺跡の現地説明会を実施するなど、
地元教育委員会と協力しながら、地域の皆様に向けてその歴史的な価値の発信
に取り組んでいます。

■■ いわての学び希望基金
　   子どもたちの「暮らし」と「学び」のために

　県では、被災地の子どもたちの「暮らし」と「学び」を支援するため、「いわての学び希望基金」を設置し、全国・海外の皆様からの
善意の寄附を広く募っています。
　皆様からご支援いただいた寄附金は、14,081件、70億円（平成26年10月末現在）となり、親をなくした子どもたちへの奨学金の
ほか、高校生の教科書購入費用や部活動の遠征費など、被災地の子どもたちを末永く支援していきます。

教 育・文 化
③

交通ネットワーク
②

遺跡の現地説明会（大槌町）

清里フィールドバレエ

副読本
（小学校低学年用）

いわて
復興の歩み
2011-2014

3これまでの主な取組これまでの主な取組

復興リポート
久慈市・野田村・普代村

復興リポート
山田町


